
内
閣
衆
質
一
五
〇
第
二
二
号

平
成
十
二
年
十
二
月
五
日

内
閣
総
理
大
臣

森

喜

朗

衆

議

院

議

長

綿

貫

民

輔

殿

衆
議
院
議
員
石
井
紘
基
君
提
出
徳
山
ダ
ム
の
水
源
開
発
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
二
年
十
二
月
五
日
受
領

答

弁

第

二

二

号



衆
議
院
議
員
石
井
紘
基
君
提
出
徳
山
ダ
ム
の
水
源
開
発
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

第
一
の
一
に
つ
い
て

木
曽
川
水
系
に
お
け
る
水
資
源
開
発
基
本
計
画
（
昭
和
四
十
八
年
三
月
二
十
三
日
閣
議
決
定
、
平
成
五
年
三
月
二
十
六
日

閣
議
決
定
）
に
お
い
て
工
業
用
水
を
確
保
す
る
た
め
必
要
な
施
設
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
平
成
十
一
年
度
ま
で
に
建

設
さ
れ
た
各
施
設
別
及
び
各
工
業
用
水
道
事
業
者
（
工
業
用
水
道
事
業
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
条
第

五
項
に
規
定
す
る
工
業
用
水
道
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
別
の
開
発
水
量
（
当
該
施
設
の
建
設
に
よ
っ
て
新
た
に
利

用
可
能
に
な
る
水
量
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
二
十
三
条
の
規
定
に

基
づ
く
許
可
を
受
け
た
水
利
使
用
に
係
る
最
大
取
水
量
及
び
平
成
十
年
度
に
お
け
る
最
大
取
水
実
績
は
、
別
表
一
の
と
お
り

で
あ
る
。

第
一
の
二
の
�
に
つ
い
て

工
業
用
水
道
事
業
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
地
方
公
共
団
体
が
営
む
工
業
用
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
方
公

営
企
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
九
十
二
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
地
方
公
共
団
体
に
特
別
会
計
が
設

け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

一



な
お
、
当
該
工
業
用
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
工
業
用
水
道
事
業
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
前
に
そ
の
旨

の
届
出
を
す
る
こ
と
を
要
す
る
と
こ
ろ
、
当
該
届
出
前
に
お
い
て
は
、
特
別
会
計
の
設
置
を
義
務
付
け
る
法
令
上
の
規
定
は

な
い
。

第
一
の
二
の
�
の
（
一
）
に
つ
い
て

岩
屋
ダ
ム
及
び
徳
山
ダ
ム
に
つ
い
て
、
工
業
用
水
道
事
業
費
補
助
金
交
付
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
通
商
産
業
省
告
示
第
三

百
二
十
三
号
）
に
基
づ
き
岐
阜
県
に
対
し
交
付
し
た
工
業
用
水
道
事
業
費
（
水
源
費
）
補
助
金
の
年
度
別
の
交
付
済
金
額

は
、
別
表
二
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
の
二
の
�
の
（
二
）
に
つ
い
て

岐
阜
県
に
お
い
て
は
、
平
成
十
年
度
以
降
、
可
茂
工
業
用
水
道
事
業
の
給
水
区
域
に
あ
る
企
業
に
対
し
岩
屋
ダ
ム
を
水
源

と
す
る
工
業
用
水
の
供
給
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
な
お
、
徳
山
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
現
在
建
設
中
で
あ

り
、
同
ダ
ム
を
水
源
と
す
る
工
業
用
水
の
供
給
は
行
っ
て
い
な
い
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

第
一
の
二
の
�
の
（
三
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
よ
う
な
例
に
つ
い
て
は
、
岩
屋
ダ
ム
に
関
す
る
も
の
の
ほ
か
に
は
な
い
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二



第
一
の
二
の
�
の
（
四
）
に
つ
い
て

水
資
源
開
発
施
設
の
新
築
等
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
水
資
源
開
発
公
団
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
十
八

号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
当
該
施
設
を
工
業
用
水
道
の
用
に
供
す
る
者
が
負
担
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
岩
屋

ダ
ム
の
建
設
に
要
す
る
費
用
に
係
る
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
岐
阜
県
が
支
払
義
務
を
負
う
こ
と
と
な
る
が
、
地
方
公
共
団
体

が
支
出
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
支
出
を
行
う
会
計
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
法
令
上
の
規
定
は
な
く
、
岐
阜
県
が
当
該

負
担
金
に
対
す
る
支
出
を
一
般
会
計
か
ら
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

第
一
の
二
の
�
の
（
五
）
に
つ
い
て

第
一
の
二
の
�
の
（
四
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
徳
山
ダ
ム
の
建
設
に
要
す
る
費
用
に
係
る
負
担
金
を
岐
阜
県
の

一
般
会
計
か
ら
支
出
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
徳
山
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
工
業
用
水
道
事
業
が
い

ま
だ
営
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
特
別
会
計
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。

第
一
の
三
に
つ
い
て

愛
知
県
及
び
三
重
県
に
お
け
る
長
良
川
河
口
堰
の
建
設
に
要
す
る
費
用
に
係
る
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
営
企
業
法

第
十
八
条
又
は
第
十
八
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
愛
知
県
及
び
三
重
県
の
一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
に
対
し
て
出
資
又
は

三



長
期
貸
付
け
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

第
一
の
四
の
�
の
（
一
）
に
つ
い
て

木
曽
川
水
系
に
お
け
る
水
資
源
開
発
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
全
国
総
合
開
発
計
画
（
昭
和
六
十
二
年
六
月
三
十
日
閣
議

決
定
）
及
び
全
国
総
合
水
資
源
計
画
（
昭
和
六
十
二
年
十
月
国
土
庁
策
定
）
と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、
平
成
十
二
年
度
を

目
途
と
す
る
水
系
全
体
の
工
業
用
水
の
需
要
量
を
予
測
し
て
い
る
。
一
方
、
工
業
用
水
道
事
業
者
は
、
工
業
用
水
道
事
業
法

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
事
業
の
届
出
の
際
に
提
出
す
る
事
業
計
画
書
に
お
い
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
給
水
目

標
年
次
を
設
定
し
、
個
別
企
業
へ
の
給
水
量
等
を
記
載
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
木
曽
川
水
系
の
水
資
源
開
発
基
本
計
画

の
需
要
の
見
通
し
と
各
工
業
用
水
道
事
業
者
の
給
水
計
画
は
対
象
地
域
や
目
標
年
次
が
異
な
っ
て
お
り
、
相
互
に
比
較
で
き

る
性
格
の
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

第
一
の
四
の
�
の
（
二
）
に
つ
い
て

第
一
の
四
の
�
の
（
一
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
水
資
源
開
発
基
本
計
画
の
需
要
の
見
通
し
と
各
工
業
用
水
道
事

業
者
の
工
業
用
水
需
要
予
測
と
は
、
対
象
地
域
や
目
標
年
次
が
異
な
っ
て
お
り
、
相
互
に
比
較
で
き
る
性
格
の
も
の
で
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

四



第
一
の
四
の
�
の
（
一
）
に
つ
い
て

地
域
や
業
種
に
よ
り
異
な
る
こ
と
か
ら
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
工
業
統
計
表
上
の
全
業
種
で
見
た
場
合
、
補
給
水
量
原

単
位
と
工
業
出
荷
額
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
過
去
二
十
年
間
に
お
い
て
工
業
出
荷
額
の
増
加
傾
向
に
対
し
補
給
水
量
原
単

位
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
な
お
、
過
去
二
十
年
間
の
補
給
水
量
に
つ
い
て
は
、
別
表
三
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
の
四
の
�
の
（
二
）
に
つ
い
て

現
行
の
水
資
源
開
発
基
本
計
画
で
用
い
ら
れ
て
い
る
工
業
用
水
需
要
予
測
手
法
に
つ
い
て
は
、
補
給
水
量
原
単
位
に
工
業

出
荷
額
を
乗
じ
る
一
般
的
な
手
法
を
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
新
た
な
水
資
源
開
発
基
本
計
画
に
用
い
る
工
業
用
水

需
要
予
測
手
法
に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
一
の
四
の
�
に
つ
い
て

「
新
し
い
全
国
総
合
水
資
源
計
画
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ラ
ン
二
十
一
）
」
は
、
平
成
十
一
年
六
月
、
国
土
庁
に
お
い
て
、
全

国
を
十
四
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
平
成
二
十
二
年
か
ら
平
成
二
十
七
年
を
目
標
年
次
と
す
る
水
需
給
等
に
関
す
る
推
計
を

行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
前
提
と
し
て
お
尋
ね
の
よ
う
な
個
別
の
水
源
に
か
か
わ
る
地
域
別
及
び
工
業
用
水
道
事
業
者

別
の
工
業
用
水
の
需
要
予
測
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

五



第
一
の
五
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
渇
水
被
害
の
程
度
と
そ
の
確
率
」
が
何
を
指
す
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
新
し
い
全
国
総
合
水
資
源
計
画

（
ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ラ
ン
二
十
一
）
」
に
お
け
る
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
（
静
岡
県
、
長
野
県
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
、
三
重
県
）
で

は
、
平
成
二
年
か
ら
平
成
十
一
年
ま
で
の
間
に
お
い
て
当
該
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
い
ず
れ
か
の
水
系
で
工
業
用
水
に
係
る
取
水
制

限
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
年
は
八
年
で
あ
り
、
同
期
間
の
取
水
制
限
率
の
最
大
値
は
六
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
ま

た
、
木
曽
川
水
系
に
お
い
て
は
、
同
期
間
に
お
い
て
工
業
用
水
に
係
る
取
水
制
限
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
年
は
七
年
で

あ
り
、
同
期
間
の
取
水
制
限
率
の
最
大
値
は
六
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
自
主
節
水
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
工
業
用
水
の
渇
水
対
策
は
、
対
応
す
べ
き
渇
水
の
程
度
や
渇
水
被
害
発
生
地
域
等
、
様
々
な
自
然
的
、
社
会
的
要

因
が
関
係
し
、
こ
れ
ら
の
要
因
に
よ
り
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
の
対
策
案
、
対
策
に
要
す
る
金
額

及
び
負
担
す
べ
き
者
に
つ
い
て
明
示
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

第
一
の
五
の
�
に
つ
い
て

工
業
用
水
の
渇
水
対
策
は
、
対
応
す
べ
き
渇
水
の
程
度
や
渇
水
被
害
発
生
地
域
等
、
様
々
な
自
然
的
、
社
会
的
要
因
が
関

六



係
し
、
こ
れ
ら
の
要
因
に
よ
り
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
渇
水
へ
の
対
策
案
、
対
策
に
要
す
る
金
額
及
び
負

担
す
べ
き
者
に
つ
い
て
は
、
明
示
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

第
一
の
五
の
�
に
つ
い
て

岩
屋
ダ
ム
が
あ
る
木
曽
川
水
系
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
十
年
に
一
度
程
度
発
生
す
る
少
雨
の
年
に
お
い
て
取
水
可
能
と

な
る
よ
う
に
水
資
源
開
発
施
設
を
整
備
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
降
雨
状
況
の
変
化
に
よ
り
利

水
安
全
度
が
低
下
し
、
し
ば
し
ば
渇
水
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
利
用
の
安
定
性
が
損
な
わ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識

し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
渇
水
に
対
す
る
水
利
用
の
安
定
性
の
確
保
の
た
め
、
各
種
方
策
の
有
効
性
等
に

つ
い
て
総
合
的
に
検
討
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
開
発
し
て
き
た
水
源
を
渇
水
対
策
に
充
て
る
と
い
う
考
え
方
は
、
一
般
論
と
し
て
は
あ
り
得
る
も
の
と
認
識
し

て
い
る
が
、
岩
屋
ダ
ム
の
開
発
水
量
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
、
工
業
用
水
需
要
が
発
生
し
な
い
と
す
る
仮
定
に
基
づ
い

て
、
そ
れ
を
渇
水
対
策
に
充
て
る
こ
と
の
当
否
を
論
ず
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

第
二
の
一
の
�
の
（
一
）
に
つ
い
て

建
設
省
及
び
岐
阜
県
が
実
施
し
た
測
量
に
よ
れ
ば
、
平
成
元
年
か
ら
平
成
十
一
年
ま
で
の
各
年
ご
と
の
岐
阜
県
大
垣
市
内

七



に
お
け
る
地
盤
沈
下
が
大
き
い
地
点
と
そ
の
沈
下
量
は
、
別
表
四
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
二
の
一
の
�
の
（
二
）
に
つ
い
て

一
般
論
と
し
て
、
地
盤
沈
下
の
主
な
原
因
は
、
地
下
水
の
採
取
に
よ
っ
て
、
帯
水
層
の
地
下
水
の
静
水
位
が
低
下
し
、
そ

の
周
辺
の
地
層
が
収
縮
す
る
こ
と
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
地
下
水
の
静
水
位
の
低
下
と
地
盤
沈
下
の
間
に
時
間
的
な
ず
れ
が
あ
る
た
め
、
地
盤
沈
下
が
観
測
さ
れ
た
時
点
に

お
い
て
、
地
下
水
の
静
水
位
の
低
下
が
観
測
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
、
地
下
水
の
静
水
位
の
低
下
に
よ
っ
て
地
盤
沈
下

が
生
じ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
後
の
地
下
水
の
涵
養
に
よ
っ
て
観
測
時
点
に
お
け
る
地
下
水
の
静
水
位
が
上
昇
傾
向
を

示
す
こ
と
が
あ
る
こ
と
、
帯
水
層
は
多
層
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
地
下
水
の
静
水
位
を
有
し
て
お
り
、
あ
る
層
か
ら

地
下
水
を
採
取
し
た
と
し
て
も
、
観
測
さ
れ
た
他
の
層
の
地
下
水
の
静
水
位
が
上
昇
傾
向
を
示
す
こ
と
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

あ
る
地
点
で
観
測
さ
れ
た
地
下
水
の
静
水
位
が
上
昇
傾
向
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
地
盤
沈
下
の
原
因
が
地
下
水
採
取
に
よ

る
地
下
水
の
静
水
位
の
低
下
で
は
な
い
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

第
二
の
一
の
�
に
つ
い
て

岐
阜
県
大
垣
市
内
は
、
「
濃
尾
平
野
地
盤
沈
下
防
止
等
対
策
要
綱
」
（
昭
和
六
十
年
四
月
二
十
六
日
地
盤
沈
下
防
止
等
対
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策
関
係
閣
僚
会
議
決
定
）
に
お
い
て
観
測
地
域
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
、
地
盤
沈
下
等
の
状
況
の

観
測
又
は
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
地
方
公
共
団
体
と
連
携
を
取
り
つ
つ
、
地
下
水
を
利
用
す
る
事
業
者
等
に
対
し
、

地
下
水
採
取
の
自
主
規
制
の
継
続
等
適
切
な
地
下
水
採
取
を
行
う
こ
と
を
指
導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

岐
阜
県
大
垣
市
内
に
お
け
る
地
盤
沈
下
等
の
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
現
時
点
で
は
、
地
下
水
採
取
の
自
主
規
制
等
に
よ
っ

て
、
著
し
い
地
盤
沈
下
の
未
然
防
止
を
図
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

第
二
の
一
の
�
に
つ
い
て

第
二
の
一
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
よ
う
に
、
現
時
点
で
は
、
地
下
水
採
取
の
自
主
規
制
等
に
よ
っ
て
、
著
し
い
地
盤
沈

下
の
未
然
防
止
を
図
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
仮
定
の
問
題
に
は
答
弁
を
差
し
控

え
た
い
。

な
お
、
通
商
産
業
省
に
お
い
て
は
、
地
域
の
産
業
の
現
状
に
つ
い
て
今
後
と
も
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
。

第
二
の
二
の
�
に
つ
い
て

水
道
に
よ
り
供
給
さ
れ
る
水
の
水
質
に
つ
い
て
は
、
水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）
第
四
条
及
び
水
質

基
準
に
関
す
る
省
令
（
平
成
四
年
厚
生
省
令
第
六
十
九
号
）
に
お
い
て
水
質
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
「
水
道
水
質

九



に
関
す
る
基
準
の
制
定
に
つ
い
て
」
（
平
成
四
年
十
二
月
二
十
一
日
衛
水
第
二
百
六
十
四
号
厚
生
省
生
活
衛
生
局
水
道
環
境

部
長
通
知
）
に
お
い
て
、
同
法
の
水
質
基
準
を
補
完
す
る
項
目
と
し
て
、
水
道
水
の
安
全
性
の
確
保
の
た
め
の
監
視
項
目
及

び
そ
の
指
針
値
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
つ
い
て
も
暫
定
的
な
指
針
値
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

揖
斐
川
を
水
源
と
す
る
予
定
の
関
係
水
道
事
業
者
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
水
質
基
準
等
を
踏
ま
え
、
水
道
水
と
し
て
の
安

全
性
を
十
分
に
確
認
し
た
上
、
水
源
の
種
別
を
変
更
す
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

第
二
の
二
の
�
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
号
）
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
に
よ
る
水
質
の
汚
濁
に
係
る
環
境
基
準
を
設
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
府
及
び
岐
阜
県
が
平
成
十
年
度
及

び
平
成
十
一
年
度
に
実
施
し
た
揖
斐
川
水
系
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
そ
の
水
質
は
当
該
環
境
基
準
を

満
た
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

同
法
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
知
事
及
び
政
令
で
定
め
る
市
の
長
は
、
公
共
用
水
域
等
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
よ
る
汚
染

の
状
況
を
常
時
監
視
す
る
と
と
も
に
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
よ
る
汚
染
の
防
止
等
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
揖
斐
川
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
汚
染
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
岐
阜
県
が
今
後
と
も
計
画
的
に
監
視
し
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た
上
、
当
該
環
境
基
準
を
超
え
る
等
の
汚
染
の
進
行
を
認
め
る
場
合
に
は
、
汚
染
原
因
の
究
明
及
び
汚
染
の
改
善
を
図
る
た

め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
岐
阜
県
と
連
携
し
て
適
切
に
対
処
し
て
ま
い
り

た
い
。
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